
近年、製品のライフサイクル上で発生するCO2排出量を見える化して、削減を目指す動きが広がっています。

脱炭素社会に向けた動きが加速する中、企業がどう取り組んでいくべきか、そのヒントをつかむため、県内企業と

県内大学に在学している学生が、交流・議論するセミナー・ワークショップを開催します。

前半のセミナーでは、首都圏で脱炭素に係るマーケティングや経営戦略の構築に先進的に取り組まれている２

社をお招きし、脱炭素による付加価値向上の考え方や手法を学びます。

後半のワークショップでは、前半のセミナーの内容を参考に、企業と学生が、参加された企業の脱炭素の取組

内容をテーマに、さらなる改善などについて、一緒に議論していただきます。

鳥取県

令和6年度先進事例を学ぼう！！脱炭素セミナー
～県内大学ゼロカーボンプロジェクト～

会場 鳥取大学 コミュニティ・デザインラボ
（鳥取市湖山町南４丁目101）

参加無料 （定員 先着20人）

主催 ：鳥取大学、 鳥取県 （問い合わせ先）商工労働部商工政策課 ／ 電話 0857-26-7538

【ご参加いただきたい方】

県内の事業者
脱炭素等、環境対応を機に企業価値や競争力を付けたいとお考えの事業者の経営者やご担当者

県内の大学に在学されている学生
脱炭素等、環境対応を行っている企業の取組や県内企業の取組に関心のある県内在住の学生

●テーマ：脱炭素へのアプローチと価値創出

～脱炭素の潮流において、最小限の負担で

GXの推進、事業成長を実現する～

9/18 (水) 13:30~15:25

洪 偉豪 氏
講師

日時

●テーマ：環境に配慮した商品コンセプト設定と

そのマーケティング手法について

9/17 (火) 13:30~15:25

荒川 悠 氏
講師

株式会社TBM

サステナブル・ビジネス・プロモーター

株式会社テックシンカー

CEO

いずれか一日でも参加可能

日時

●内容：

株式会社TBMは、環境に配慮した次世代素材をコンセ

プトとした商品展開を行っており、本セミナーでは環境に配

慮した商品コンセプト設定とターゲット層、マーケティング手

法について解説します。

●内容：

株式会社テックシンカーは、脱炭素化に向けたデジタルソ

リューションやプラットフォームを提供しており、本セミナーで

は脱炭素の進め方だけではなく、他社事例等を参考に脱

炭素による企業価値向上について解説します。

県内企業と大学生が一緒に
脱炭素について議論!!



令和6年度「先進事例を学ぼう!!脱炭素セミナー～県内大学ゼロカーボンプロジェクト～」
参加申込書

団体名
※事業者の方は企業の名称、大学生の方は所属大学・学部をご記入ください。

参加される
セミナー

□ 1日目：株式会社TBM 荒川 氏
『環境に配慮した商品コンセプト設定とそのマーケティング手法
について』

□ 2日目：株式会社テックシンカー 洪 偉豪 氏
『脱炭素へのアプローチと価値創出～脱炭素の潮流において、
最小限の負担でGXの推進、事業成長を実現する～』

※いずれか１日のみの参加でも可能です。

連絡先
(担当者)

氏 名 ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

所属役職：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※大学生の場合は所属学部、学年をご記入ください。

メール ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

電 話 ：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

参加者名

□ 担当者と同じ

(所属･役職) (氏名)

(所属･役職) (氏名)

参加申込方法 ※以下の①～③いずれかの方法でお申込みください。

①電子申請
右記二次元コードから申請してください。

②メール
参加申込書の各項目をメール本文にご記入のうえ、
以下のメールアドレスに送付してください。
【商工政策課メールアドレス】 shoukou-seisaku@pref.tottori.lg.jp

③FAX
参加申込書をご記入のうえ、以下のFAX番号に送付してください。
【商工政策課FAX番号】 0857-26-8117

商工政策課宛

電子申請用
二次元コード→

[参加される事業者の方へ]
・ワークショップを行う際に、学生と議論したい自社の脱炭素の取組や商品又はサービス概要がわかる資
料をご用意ください。 ※部数は参加人数が判り次第ご連絡致します。

[プログラム]
・13：30 開会
・13：35 セミナー
・14：20 ワークショップ

（①参加事業者の脱炭素取組紹介⇒②課題整理⇒③改善策検討⇒④発表）
・15：25 閉会
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